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①職場単位の活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動 藤井　聡

取り組種別 施策実行型

永原　美里（看護師）

土屋　善明

外岡　明香梨 看護師

胡　雨楊 看護師

陳　邁 看護師

看護師

看護師長谷川　尚美

関　幸江 看護師

看護師

看護助手

太野　美穂子

横山　ひとみ

高橋　順子

９月から11月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）離床し、車いすで過ごしている間、「戻りたい」「横になりたい」といった発言
（目標値）デイルームで過ごす方の、「戻りたい」「横になりたい」といった発言
　　　　　　　（１週間のデイルーム利用者の63％)をゼロにする

・日中デイルームで車いすまたは椅子に座って過ごす患者に対し、足浴を実施
・足浴の物品の準備
・実施時間は1回20～30分程度。反応や発言内容を記録に残す
・対象は固定せず、その日ごとにデイルームで過ごす方で対応

（実施後）発言はゼロとなった。
足浴実施により、「あったかいね」「気持ちいいな」「ありがたい」「こんなことしてもらったのは初めてだ」など、
好評をいただいた。実施中は、戻りたい・横になりたいといった後ろ向きな発言はなく、足浴を終えた後も「ま
たやってほしい」「もう少しいようかな」といった発言あり。徘徊を繰り返す方もいたが、実施中、実施後はデイ
ルームで他者と楽しく会話しながら過ごしていた。

対象人数を調整しながら、日中デイルームで過ごす時間で、足浴の継続をする。
入浴担当スタッフ・ケアワーカーに依頼し、実施。

永原
ながはら

　美里
みさと

（看護師）西伊豆健育会病院

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

④その他

リーダー名
（職種）

回

活動期間
看護助手

看護助手

施設名

演題名
デイルームから「戻りたい」「横になりたい」をなくそう！

　～離床の時間が♡幸せな時間となるように～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

安静度の拡大に伴い、離床を車いすで支援するにあたり、すぐに「部屋に戻りたい」「横になりたい」と訴えが
あり、なかなか思うように離床が進まない。理由として、車いす乗車による離床を行っている間、レクレーショ
ンとなるものがなく、ただ座っていることが多いことが考えられる。そこで、離床している間も安楽に過ごせる
ケアを考え、実践しようと考えた。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 15


